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中学は南山中学。実力 試験ではいつ もトップクラスだったのが、3 年生のある時
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屋二期会のオペラ公演の指揮や総監督を務め、2003（平成15 ）年からは同会の会長（現











。 創作lこつ い て
作曲の筆が進むのはたいてい夜であるが、その日用事のために少しでも外出をして
いると作業はなぜかほかどらない。考え悩む時闇があるにせよ、1 日すべてを費やさ
ないと調子が出ないのだ。また、深夜3 、4 時頃ひどまず途中で切り上げ、翌日になっ
て書きかけの楽譜を見ると、全く気分がつながらず破棄したくなることがよくあると
いう。「インスピレーションは起こりますが、それを音にして楽譜を書いていくのは
かなり時間がかかります。どんなに短い曲でも一気呵成ということはありません。何
日もかかります。その間、持続力や集中力が保たれるといいですね…」、「好調な時は
うれしくて自信を持てますが、作曲ができなくなったのではないかと思うくらい書け
ないこともあります。そのくり返しです」と、創作の難しさについて語ってくださった。
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．最導' 日々ヽ諌脚) 演奏会
今年の春に椙山女学園大学を退官され、溜まる一方であった好きなジャズのレコー
ドを聴くことができるようになったのが一番の楽しみであるが、音楽活動が止むこと
はない。5月7 日には九州の諌早市の諌早文化会館で九州交響楽団の奏者がら結成さ
れた九州室内合奏団を指揮。モーツァルトやグリーグのピアノ協奏曲、サン＝サーン
スの≪動物の謝肉祭≫のほか、立原道造の詩による1983 （昭和58）年初演の合唱曲
≪夢のあと≫とクヴスノダールで絶賛されたくわがひとに与ふる哀歌≫を演奏してい
る。ビデオを拝見させていただいたが、オーケストラと地元の合唱団を明快、知的に
まとめる指揮であった。
この日の演奏会には福岡教育大学での最初の教え子や椙山女学園大学の最後の教え
子たちが集まり、打ち上げのパーティーでは皆で一緒に写真におさまった。教え子た
ちの年齢差は約50 歳。中田さんの長い教員生活を象徴するような1枚である。
255
中田直 宏／近況
256
大学の勤めが一段落したので、以前がら頼まれていた作品に本腰をいれて取り組む
つもりである。「これから、本当の意味で作曲家になれるのかな…」。今年中に3、4
曲は仕上げたいと思っている。（丁）
